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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　刀身本体に替刃を着脱可能に装着してなる刃物であって、
　上記刀身本体は、本体ブロックと該本体ブロックに対して上記刃物の長手方向に進退可
能に保持されたスライドブロックとからなり、
　上記本体ブロックは、上記スライドブロックを上記長手方向に進退可能に収容する収容
部と、上記替刃の厚み方向における一方の面である裏面を支承する本体支承部と、上記厚
み方向における他方の面側である表面側から上記替刃に係合する本体係合部とを有し、
　上記スライドブロックは、上記本体支承部よりも上記長手方向の一方である後方におい
て上記替刃の上記裏面を支承する後方支承部と、上記替刃を上記本体係合部に対して相対
的に後方へ引き込めるよう上記替刃に係合するスライド係合部と、上記後方支承部よりも
後方において上記厚み方向に撓む可撓部と、該可撓部の一部から上記長手方向及び上記厚
み方向の双方に直交する高さ方向の少なくとも一方に突出した翼部とを有し、
　上記収容部の上記高さ方向の少なくとも一方には、上記翼部を上記厚み方向の表側から
保持する表側保持部が形成され、該表側保持部は、上記厚み方向の裏側へ向かって突出し
た凸状係止部を備え、
　上記本体係合部は、上記本体支承部から上記厚み方向の表面側へ突出しており、
　上記スライド係合部は、上記後方支承部から上記厚み方向の表面側へ突出しており、
　上記替刃は上記厚み方向に貫通した開口部を有し、
　上記替刃を上記刀身本体に装着した装着状態において、上記本体係合部は上記替刃の上
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記開口部に挿嵌されると共に該開口部の前端縁に上記長手方向の後方から当接し、上記ス
ライド係合部は上記替刃の上記開口部に挿嵌されると共に該開口部の後端縁に上記長手方
向の前方から当接するよう構成され、
　また、上記装着状態において、上記凸状係止部によって上記翼部が上記長手方向におけ
る上記後方と反対側である前方から係止され、上記装着状態から上記スライドブロックの
上記可撓部を上記厚み方向に撓ませることによって上記翼部を上記凸状係止部から解除で
きるよう構成してあることを特徴とする刃物。
【請求項２】
　請求項１に記載の刃物において、上記凸状係止部は、上記長手方向における前端部に、
前端側へ向かうほど突出量が小さくなるテーパ部を有することを特徴とする刃物。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の刃物において、上記替刃は、上記厚み方向に可撓性を有し、上
記装着状態において、上記厚み方向の裏側に凸の状態で厚み方向に反るように弾性変形し
ていることを特徴とする刃物。
【請求項４】
　請求項３に記載の刃物において、上記装着状態にあるとき、上記後方支承部は、上記本
体支承部よりも、上記厚み方向の表側に突出していることを特徴とする刃物。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか一項に記載の刃物において、上記スライドブロックは、上記替
刃の後端に対して、上記長手方向に対向する後方対向面を有し、上記スライドブロックを
上記本体ブロックに対して上記長手方向の前方へ前進させたとき、上記後方対向面が上記
替刃の後端に当接して上記替刃を前方へ押し出すよう構成してあることを特徴とする刃物
。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか一項に記載の刃物において、上記翼部は、上記スライドブロッ
クにおける上記高さ方向の双方へ突出形成されており、上記表側保持部は、上記収容部に
おける上記高さ方向の双方に形成され、該双方の表側保持部は、それぞれ上記凸状係止部
を有することを特徴とする刃物。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか一項に記載の刃物において、上記本体ブロックに対して上記長
手方向にスライド可能に取り付けられると共に上記長手方向の双方に開口した筒状のスラ
イドカバーを有し、該スライドカバーは、上記替刃を覆う前方位置と上記替刃を露出させ
る後方位置とにおいてロックできるよう構成されていることを特徴とする刃物。
【請求項８】
　請求項７に記載の刃物において、上記スライドカバーは、上記厚み方向の内側に向って
形成された係合爪部を有し、該係合爪部は、上記スライドカバーのカバー本体に対して上
記高さ方向に弾性的に変位可能に構成されており、上記本体ブロックは、上記長手方向に
形成されたスライド溝部を備え、該スライド溝部における上記長手方向の前方と後方とに
は、それぞれ上記係合爪部を前後方向から保持する前方保持部と後方保持部とが形成され
ており、上記スライド溝部には、上記係合爪部がスライド可能に配置されると共に、上記
前方保持部又は上記後方保持部に上記係合爪部を係合させることによって、それぞれ上記
前方位置又は上記後方位置において、上記スライドカバーがロックされるよう構成してあ
ることを特徴とする刃物。
【請求項９】
　請求項８に記載の刃物において、上記スライド溝部は、上記前方保持部から上記長手方
向の前方へ伸びると共に上記本体ブロックの前方へ開放された前方溝部と、上記前方保持
部から上記長手方向の後方へ伸びると共に上記後方保持部と連結された後方溝部とを有し
、上記前方保持部と上記前方溝部との連通部と、上記前方保持部と上記後方溝部との連通
部とは、上記高さ方向において互いに反対側に形成されていることを特徴とする刃物。
【請求項１０】
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　請求項８又は９に記載の刃物において、上記スライドカバーは、上記高さ方向の両側に
、上記高さ方向に弾性変形可能な一対のバネアームを備え、該一対のバネアームは、上記
カバー本体との連続部から上記長手方向の前方へ伸びると共に先端部において互いに連結
部によって連結されており、該連結部に上記係合爪部が形成されていることを特徴とする
刃物。
【請求項１１】
　請求項７～１０のいずれか一項に記載の刃物において、上記スライドカバーは、上記後
方位置に配されたときに上記スライドブロックにおける上記可撓部に対向する位置に、上
記厚み方向に弾性変形可能な表側押圧部を設けてなることを特徴とする刃物。
【請求項１２】
　請求項７～１０のいずれか一項に記載の刃物において、上記スライドカバーは、上記後
方位置に配されたときに上記スライドブロックにおける上記可撓部に対向する位置に、該
可撓部を露出させる表側開口部を設けてなることを特徴とする刃物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、刀身本体に替刃を着脱可能に装着してなる刃物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　医療用メス、病理用のナイフ、あるいは顔剃りや毛髪のカット用の剃刀などに使用され
る刃物として、刀身本体に替刃を着脱可能に装着してなる刃物がある。
　かかる刃物においては、刀身本体に設けた溝部に替刃を挿入することにより、替刃が刀
身本体に装着される。そして、所定の使用回数や使用期間ごとに替刃を交換することがで
きる。
【０００３】
　このような替刃式の刃物としては、替刃の交換を容易に行うことができるよう様々な工
夫がなされている。例えば、特許文献１に記載の刃物は、刀身本体に対してスライド可能
な係止部材を備え、刀身本体の先端部と係止部材とによって、替刃に設けた開口部を長手
方向に引っ張るように係止することで、替刃を刀身本体に着脱できるよう構成してある。
【０００４】
　また、特許文献２に記載の刃物のように、替刃と保護カバーとからなる替刃カートリッ
ジを、刀身本体に着脱可能としたものもある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００７－６１４２９号公報
【特許文献２】米国特許第７２０７９９９号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上記特許文献１に記載の刃物においては、替刃が外れないように、上記
係止部材を長手方向の後端側に保持しておくために、コイルばねを用いている。すなわち
、コイルばねの付勢力によって、係止部材を長手方向の後端側へ引っ張り、替刃を刀身本
体に保持している。そのため、コイルばねを刀身本体に内蔵する必要があり、構成が複雑
になると共に、部品点数の増加につながるという問題がある。
【０００７】
　また、上記特許文献２に記載の刃物は、上記のごとく、替刃と保護カバーとからなる替
刃カートリッジを、交換可能に構成したものである。すなわち、替刃のみならず、替刃と
保護カバーとからなる替刃カートリッジを使い捨てとすることとなる。そうすると、替刃
式でありながら、長期使用した場合にかかるコスト（ランニングコスト）が高くなり、経



(4) JP 5750161 B2 2015.7.15

10

20

30

40

50

済的とは言えない。
【０００８】
　本発明は、かかる問題点に鑑みてなされたもので、替刃のみの交換を可能としつつ、部
品点数が少なく、かつ簡単な構成の刃物を提供しようとするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の一態様は、刀身本体に替刃を着脱可能に装着してなる刃物であって、
　上記刀身本体は、本体ブロックと該本体ブロックに対して上記刃物の長手方向に進退可
能に保持されたスライドブロックとからなり、
　上記本体ブロックは、上記スライドブロックを上記長手方向に進退可能に収容する収容
部と、上記替刃の厚み方向における一方の面である裏面を支承する本体支承部と、上記厚
み方向における他方の面側である表面側から上記替刃に係合する本体係合部とを有し、
　上記スライドブロックは、上記本体支承部よりも上記長手方向の一方である後方におい
て上記替刃の上記裏面を支承する後方支承部と、上記替刃を上記本体係合部に対して相対
的に後方へ引き込めるよう上記替刃に係合するスライド係合部と、上記後方支承部よりも
後方において上記厚み方向に撓む可撓部と、該可撓部の一部から上記長手方向及び上記厚
み方向の双方に直交する高さ方向の少なくとも一方に突出した翼部とを有し、
　上記収容部の上記高さ方向の少なくとも一方には、上記翼部を上記厚み方向の表側から
保持する表側保持部が形成され、該表側保持部は、上記厚み方向の裏側へ向かって突出し
た凸状係止部を備え、
　上記本体係合部は、上記本体支承部から上記厚み方向の表面側へ突出しており、
　上記スライド係合部は、上記後方支承部から上記厚み方向の表面側へ突出しており、
　上記替刃は上記厚み方向に貫通した開口部を有し、
　上記替刃を上記刀身本体に装着した装着状態において、上記本体係合部は上記替刃の上
記開口部に挿嵌されると共に該開口部の前端縁に上記長手方向の後方から当接し、上記ス
ライド係合部は上記替刃の上記開口部に挿嵌されると共に該開口部の後端縁に上記長手方
向の前方から当接するよう構成され、
　また、上記装着状態において、上記凸状係止部によって上記翼部が上記長手方向におけ
る上記後方と反対側である前方から係止され、上記装着状態から上記スライドブロックの
上記可撓部を上記厚み方向に撓ませることによって上記翼部を上記凸状係止部から解除で
きるよう構成してあることを特徴とする刃物にある。
【発明の効果】
【００１０】
　上記刃物において、刀身本体に替刃を装着するに当たっては、上記スライドブロックを
前進させて上記替刃を着脱可能な刃替状態として、替刃を上記本体係合部及び上記スライ
ド係合部に仮係合する。そして、スライドブロックを後退させることによって、上記本体
係合部と上記スライド係合部とが替刃を長手方向の両側へ引っ張るようにする。これによ
り、上記替刃を上記刀身本体に装着した上記装着状態とすることができる。
　また、上記と反対に、上記装着状態から、上記スライドブロックを強制的に前進させて
、上記刃替状態とすることによって、容易に替刃のみの交換が可能となる。
【００１１】
　そして、上記装着状態において、上記凸状係止部によって上記翼部が前方から係止され
る。これによって、上記スライドブロックが前進することを規制し、上記装着状態が維持
される。また、上記装着状態から上記スライドブロックの上記可撓部を撓ませることによ
って上記翼部を上記凸状係止部から解除できるよう構成してある。
【００１２】
　すなわち、上記刃物は、上記スライドブロックの可撓部の弾性変形を利用することによ
り、上記装着状態におけるスライドブロックの固定と、上記装着状態から上記刃替状態へ
の切り替えとを容易に実現することができる。それゆえ、上記装着状態においてスライド
ブロックが前進することを規制するためにあえて新たな部材を設ける必要がないし、装着
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状態を解除するための構成も極めて単純にすることができる。
　そのため、上記刃物は、部品点数を低減することができると共に、その構成を簡単にす
ることができる。
【００１３】
　以上のごとく、本発明によれば、替刃のみの交換を可能としつつ、部品点数が少なく、
かつ簡単な構成の刃物を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】実施例１における、替刃と刀身本体との正面図。
【図２】実施例１における、刃物の正面図。
【図３】実施例１における、刃物の斜視図。
【図４】実施例１における、刃物の下面図。
【図５】実施例１における、刃物の裏面図。
【図６】実施例１における、刃物の部分断面図。
【図７】実施例１における、図２のＡ－Ａ線矢視部分の断面拡大図。
【図８】実施例１における、装着状態と刃替状態との切換え時の翼部周辺の断面拡大図。
【図９】実施例１における、刃替状態の翼部周辺の断面拡大図。
【図１０】図２のＢ－Ｂ線矢視断面図。
【図１１】実施例１における、刀身本体の正面図。
【図１２】実施例１における、刀身本体の下面図。
【図１３】実施例１における、刀身本体の斜視図。
【図１４】実施例１における、本体ブロックの正面図。
【図１５】実施例１における、本体ブロックの下面図。
【図１６】実施例１における、本体ブロックの裏面図。
【図１７】実施例１における、本体ブロックの斜視図。
【図１８】図１４のＣ－Ｃ線矢視断面図。
【図１９】実施例１における、スライドブロックの正面図。
【図２０】実施例１における、スライドブロックの下面図。
【図２１】実施例１における、スライドブロックの斜視図。
【図２２】実施例１における、替刃の正面図。
【図２３】図２のＤ－Ｄ線矢視断面図。
【図２４】実施例１における、刃物の先端部分の正面図。
【図２５】図２４のＥ－Ｅ線矢視断面図。
【図２６】実施例１における、刃替状態にある刃物の先端部分の正面図。
【図２７】図２６のＦ－Ｆ線矢視断面図。
【図２８】実施例１における、刃替状態にある刀身本体の正面図。
【図２９】実施例２における、スライドカバーを前方位置に配した刃物の斜視図。
【図３０】実施例２における、スライドカバーを前方位置に配した刃物の正面図。
【図３１】実施例２における、スライドカバーを前方位置に配した刃物の裏面図。
【図３２】実施例２における、スライドカバーを後方位置に配した刃物の斜視図。
【図３３】実施例２における、スライドカバーを後方位置に配した刃物の他の斜視図。
【図３４】実施例２における、スライドカバーを後方位置に配した刃物の正面図。
【図３５】実施例２における、スライドカバーを後方位置に配した刃物の下面図。
【図３６】実施例２における、スライドカバーを後方位置に配した刃物の裏面図。
【図３７】実施例２における、スライドカバーの斜視図。
【図３８】実施例２における、スライドカバーの他の斜視図。
【図３９】実施例２における、スライドカバーの裏面図。
【図４０】図３７のＧ－Ｇ線矢視断面図。
【図４１】実施例２における、本体ブロック（刀身本体）の部分裏面図。
【図４２】実施例３における、刃物の下面図。
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【図４３】実施例３における、刃物の正面図。
【図４４】実施例３における、刃替状態の刀身本体の下面図。
【図４５】実施例３における、刃替状態の刀身本体の正面図。
【図４６】実施例３における、本体ブロック４の斜視図。
【図４７】実施例３における、下方開口部付近の拡大説明図。
【図４８】実施例３における、スライドブロックの正面図。
【図４９】実施例３における、スライドブロックの下面図。
【図５０】実施例３における、スライドブロックの斜視図。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　上記刃物は、例えば、医療用メス、病理用のナイフ、あるいは顔剃りや毛髪のカット用
の剃刀などとすることができる。
【００１６】
　また、上記凸状係止部は、上記長手方向における前端部に、前端側へ向かうほど突出量
が小さくなるテーパ部を有することが好ましい。この場合には、上記刃替状態から上記装
着状態へ上記スライドブロックをスライドさせる際に、上記翼部を上記テーパ部に沿って
上記凸状係止部の裏面に移動させることができる。そして、そのままスライドブロックを
後方へ移動させることにより、翼部を凸状係止部の後端部に容易に係止させることができ
る。それゆえ、上記刃替状態から上記装着状態へのスライドブロックの移動を円滑に行う
ことができる。
【００１７】
　また、上記替刃は、上記厚み方向に可撓性を有し、上記装着状態において、上記厚み方
向の裏側に凸の状態で厚み方向に反るように弾性変形していることが好ましい。この場合
には、上記替刃が、自身の弾性力（復元力）によって、上記本体支承部と上記本体係合部
と上記後方支承部とに押し付けられることとなる。これにより、替刃を刀身本体に、より
安定して固定することができる。
【００１８】
　また、上記装着状態にあるとき、上記後方支承部は、上記本体支承部よりも、上記厚み
方向の表側に突出していることが好ましい。この場合には、上記本体係合部に係合される
と共に上記本体支承部と上記後方支承部とによって裏面から支承された上記替刃が、上記
本体支承部及び上記後方支承部に向って凸となるように反りやすい。これにより、上記替
刃の弾性力によって、替刃を刀身本体に、確実に固定することができる。
【００１９】
　また、上記替刃は、上記厚み方向に貫通した開口部を有し、上記本体係合部は、上記本
体支承部から上記厚み方向の表側へ突出し、上記装着状態において上記開口部に挿嵌され
ると共に該開口部の先端に当接し、上記スライド係合部は、上記後方支承部から上記厚み
方向の表側に突出し、上記装着状態において上記開口部に挿嵌されると共に該開口部の後
端に当接するよう構成してある。これにより、上記本体係合部と上記スライド係合部とに
よって、上記替刃を容易かつ確実に係合することができ、上記装着状態を容易に形成する
ことができる。
　また、この場合には、例えば以下のようにして上記刀身本体に替刃を装着することがで
きる。まず、上記スライドブロックを前進させて上記刃替状態として、替刃の開口部に上
記本体係合部及び上記スライド係合部を挿入する。そして、スライドブロックを後退させ
ることによって、上記本体係合部を替刃の開口部の先端に当接させると共に、上記スライ
ド係合部を開口部の後端に当接させる。これにより、上記替刃を上記刀身本体に装着した
上記装着状態を容易に形成することができる。
【００２０】
　また、上記スライドブロックは、上記替刃の後端に対して、上記長手方向に対向する後
方対向面を有し、上記スライドブロックを上記本体ブロックに対して上記長手方向の前方
へ前進させたとき、上記後方対向面が上記替刃の後端に当接して上記替刃を前方へ押し出
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すよう構成してあることが好ましい。この場合には、上記スライドブロックを前進させる
ことによって、上記替刃を前進させて上記本体係合部との係合を容易に解くことができる
。これにより、一層、替刃の交換を容易にすることができる。
【００２１】
　また、上記スライドブロックは、上記翼部よりも前方において、上記後方支承部及び上
記スライド係合部を備えた中央片と、該中央片に対して上記高さ方向の双方に配される一
対の分岐片とに分岐しており、該一対の分岐片の前端に上記後方対向面が形成されている
ことが好ましい。この場合には、上記後方対向面を上記替刃の後端に安定して当接させや
すくなる。すなわち、上記一対の分岐片は、上記中央片と異なる部分に形成されるため、
分岐片の前端は端面として加工することが可能である。そのため、この分岐片の前端に上
記後方対向面を形成することにより、該後方対向面を上記替刃の厚み方向に平行な面とす
ることができる。その結果、上記後方対向面を替刃の後端に対して安定して当接させるこ
とができ、上記スライドブロックを上記本体ブロックに対して前進させたとき、上記替刃
を前方へ安定して押し出すことができる。
【００２２】
　また、上記翼部は、上記スライドブロックにおける上記高さ方向の双方へ突出形成され
ており、上記表側保持部は、上記収容部における上記高さ方向の双方に形成され、該双方
の表側保持部は、それぞれ上記凸状係止部を有することが好ましい。この場合には、上記
スライドブロックを上記本体ブロックに安定して保持することができる。
【００２３】
　また、上記刃物は、上記本体ブロックに対して上記長手方向にスライド可能に取り付け
られると共に上記長手方向の双方に開口した筒状のスライドカバーを有し、該スライドカ
バーは、上記替刃を覆う前方位置と上記替刃を露出させる後方位置とにおいてロックでき
るよう構成されていることが好ましい。この場合には、上記装着状態において、上記スラ
イドカバーを上記前方位置にロックすることによって、上記スライドカバーが上記替刃を
覆うため、使用者の安全を確保すると共に、上記替刃の破損を防ぐことができる。また、
上記刃物の使用時においては、上記スライドカバーを上記後方位置にロックすることによ
って、円滑な刃物の使用を確保することができる。
【００２４】
　また、上記スライドカバーは、上記厚み方向の内側に向って形成された係合爪部を有し
、該係合爪部は、上記スライドカバーのカバー本体に対して上記高さ方向に弾性的に変位
可能に構成されており、上記本体ブロックは、上記長手方向に形成されたスライド溝部を
備え、該スライド溝部における上記長手方向の前方と後方とには、それぞれ上記係合爪部
を前後方向から保持する前方保持部と後方保持部とが形成されており、上記スライド溝部
には、上記係合爪部がスライド可能に配置されると共に、上記前方保持部又は上記後方保
持部に上記係合爪部を係合させることによって、それぞれ上記前方位置又は上記後方位置
において、上記スライドカバーがロックされるよう構成することができる。この場合には
、上記スライドカバーを、上記前方位置と上記後方位置との間で、容易に移動させると共
にロックすることができる。
【００２５】
　また、上記スライド溝部は、上記前方保持部から上記長手方向の前方へ伸びると共に上
記本体ブロックの前方へ開放された前方溝部と、上記前方保持部から上記長手方向の後方
へ伸びると共に上記後方保持部と連結された後方溝部とを有し、上記前方保持部と上記前
方溝部との連通部と、上記前方保持部と上記後方溝部との連通部とは、上記高さ方向にお
いて互いに反対側に形成されていることが好ましい。この場合には、上記スライドカバー
を、上記刀身本体に対して容易に着脱することができると共に、上記前方位置において確
実に固定することができる。すなわち、上記前方溝部を設けることにより、該前方溝部に
上記係合爪部を通過させながら、スライドカバーを刀身本体に対して、その長手方向から
容易に着脱することができる。また、前方保持部と前方溝部との連通部と、前方保持部と
後方溝部との連通部とが高さ方向において互いに反対側に形成されていることにより、前



(8) JP 5750161 B2 2015.7.15

10

20

30

40

50

方保持部に係合爪部を容易かつ確実に配置しやすくすることができる。例えば、後方位置
から前方位置へスライドカバーをスライドさせて係合爪部を前方保持部に配置しようとす
る際に、その勢いで係合爪部が前方保持部を通過することを防ぐことができる。
【００２６】
　また、上記スライドカバーは、上記高さ方向の両側に、上記高さ方向に弾性変形可能な
一対のバネアームを備え、該一対のバネアームは、上記カバー本体との連続部から上記長
手方向の前方へ伸びると共に先端部において互いに連結部によって連結されており、該連
結部に上記係合爪部が形成されていてもよい。この場合には、上記バネアームの弾性変形
によって、上記係合爪部を上記高さ方向に容易に変位させることができる。
【００２７】
　また、上記スライドカバーは、上記後方位置に配されたときに上記スライドブロックに
おける上記可撓部に対向する位置に、上記厚み方向に弾性変形可能な表側押圧部を設けて
なることが好ましい。この場合には、上記スライドカバーを上記後方位置に配置したとき
に、上記表側押圧部を介してスライドブロックの可撓部を厚み方向に押すことができる。
これにより、スライドブロックを撓ませて上記装着状態を解除する作業を容易に行うこと
ができる。
【００２８】
　また、上記スライドカバーは、上記後方位置に配されたときに上記スライドブロックに
おける上記可撓部に対向する位置に、該可撓部を露出させる表側開口部を設けてあっても
よい。この場合には、上記スライドカバーを上記後方位置に配置したときに、上記表側開
口部から露出したスライドブロックの可撓部を厚み方向に押すことができる。これにより
、スライドブロックを撓ませて上記装着状態を解除する作業を容易に行うことができる。
【実施例】
【００２９】
（実施例１）
　上記刃物の実施例につき、図１～図２８を用いて説明する。
　本例の刃物１は、図１～図６に示すごとく、刀身本体２に替刃３を着脱可能に装着して
なる医療用メスである。
　図１１～図１３に示すごとく、刀身本体２は、本体ブロック４と該本体ブロック４に対
して刃物１の長手方向Ｙに進退可能に保持されたスライドブロック５とからなる。
【００３０】
　本体ブロック４は、図１４～図１８に示すごとく、表側に開放されると共にスライドブ
ロック５を長手方向Ｙに進退可能に収容する収容部４５と、替刃３の裏面を支承する本体
支承部４１と、表面側から替刃３に係合する本体係合部４２とを有する。
　スライドブロック５は、図１９～図２１に示すごとく、本体支承部４１よりも後方にお
いて替刃３の裏面を支承する後方支承部５１と、替刃３を後方へ引き込めるよう替刃３に
係合するスライド係合部５２と、後方支承部５１よりも後方において替刃３の厚み方向Ｘ
に撓む可撓部５３と、可撓部５３の一部から高さ方向Ｚの双方に突出した翼部５６とを有
する。
【００３１】
　図１０、図１８に示すごとく、本体ブロック４における収容部４５の高さ方向Ｚの双方
には、翼部５６を表側から保持する表側保持部４３が形成されている。また、図７～図１
０に示すごとく、表側保持部４３は、裏側へ向かって突出した凸状係止部４３０を備えて
いる。
　替刃３を刀身本体２に装着した装着状態Ｓにおいては、図７に示すごとく、凸状係止部
４３０によって翼部５６が前方から係止されている。そして、装着状態Ｓからスライドブ
ロック５の可撓部５３を撓ませることによって翼部５６を凸状係止部４３０から解除でき
るよう構成してある。
【００３２】
　なお、本明細書において、刃物１の長手方向Ｙにおいて、替刃３の先端が向く方向を「
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前」とし、その反対側を「後」として表す。また、厚み方向Ｘは、替刃３の厚み方向と一
致する方向を意味し、替刃３が本体支承部４１及び後方支承部５１に支承される側を「裏
」とし、その反対側を「表」として表す。また、長手方向Ｙと厚み方向Ｘとの双方に直交
する方向を高さ方向Ｚとする。替刃３は、高さ方向Ｚの一方の辺に刃３５を形成してなる
が、高さ方向Ｚにおける刃３５が形成された辺側の方向を「下方」とし、その反対側を「
上方」として表す。
【００３３】
　替刃３は、図２２に示すごとく、厚み方向Ｘに貫通した開口部３１を有する。本体ブロ
ック４の本体係合部４２は、図２３～図２５に示すごとく、本体支承部４１から厚み方向
Ｘの表側へ突出し、装着状態Ｓにおいて開口部３１に挿嵌されると共に開口部３１の先端
に当接するよう構成されている。また、スライド係合部５２は、後方支承部５１から厚み
方向Ｘの表側に突出し、装着状態Ｓにおいて開口部３１に挿嵌されると共に開口部３１の
後端に当接するよう構成してある。
【００３４】
　図２２に示すごとく、替刃３の開口部３１は、先端側に形成されると共に刃物１の長手
方向Ｙ及び厚み方向Ｘに直交する高さ方向Ｚの上下幅ｗ１が比較的小さい先端側開口部３
２と、該先端側開口部３２の後端側に連続形成されると共に該先端側開口部３２よりも上
下幅ｗ２が大きい後端側開口部３３とからなる。
【００３５】
　図２３に示すごとく、本体係合部４２は、高さ方向Ｚの上下幅が後端側開口部３３より
も小さく先端側開口部３２よりも大きい頭部４２１を有し、頭部４２１と本体支承部４１
との間において、高さ方向Ｚの両側から切り込まれた切込溝部４２２を設けてなる。切込
溝部４２２に先端側開口部３２の外縁において替刃３が係合する。
【００３６】
　また、図２２に示すごとく、先端側開口部３２における先端側には、高さ方向Ｚの上下
幅をより小さくした小幅部分３２１が形成されている。この小幅部分３２１に本体ブロッ
ク４の本体係合部４２の先端部が嵌入することにより、安定した係合状態を得ることがで
きる。
　また、本体支承部４１は、後端側開口部３３よりも高さ方向Ｚの上下幅が広い。
　替刃３は厚み方向Ｘに可撓性を有する。そして、図２５に示すごとく、装着状態Ｓにお
いて、替刃３は、裏側に凸の状態で厚み方向Ｘに反るように弾性変形している。
【００３７】
　装着状態Ｓにあるとき、後方支承部５１は、本体支承部４１よりも、後方係合部５２の
突出方向に突出している。
　図２４に示すごとく、スライドブロック５は、替刃３の後端３４に対して、長手方向Ｙ
に対向する後方対向面５４を有する。そして、図２６に示すごとく、スライドブロック５
を本体ブロック４に対して前進させたとき、後方対向面５４が替刃３の後端３４に当接し
て替刃３を前方へ押し出す。
　図２４に示すごとく、替刃３の後端３４及び後方対向面５４は、厚み方向Ｘから見たと
き、長手方向Ｙに対して斜めに形成されている。具体的には、替刃３の後端３４は、斜め
上方を向くように傾斜している。
【００３８】
　図１４～図１７に示すごとく、刀身本体２における本体ブロック４は、長手方向Ｙの先
端部分に、本体支承部４１及び本体係合部４２を設け、後端部分に把持部４４を有する。
本体ブロック４は、内側にスライドブロック５をスライド可能に収容する収容部４５を設
けてなる。収容部４５は、図１８に示すごとく、厚み方向Ｘの裏側に設けた収容底部４５
１と、高さ方向Ｚの上下にそれぞれ設けた収容壁部４５２との内側に形成される凹状の空
間として形成されている。そして、一対の収容壁部４５２の一部に、表側保持部４３が形
成されている。表側保持部４３は、収容壁部４５２の一部を収容部４５側から切り欠いて
形成された翼部配置部４５３の表側に形成されている。つまり、表側保持部４３は、翼部
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配置部４５３を表側から覆うように形成されている。
【００３９】
　収容壁部４５２における表側保持部４３の後端側には、高さ方向Ｚに切り欠かれた翼部
挿入部４５４が隣接している。翼部挿入部４５４は、一対の収容壁部４５２にそれぞれ一
つずつ形成されている。スライドブロック５は、一対の翼部５６を一対の翼部挿入部４５
４に位置合わせした状態で、表側から本体ブロック４の収容部４５へ挿入配置し、また、
収容部４５から取り外すことができるよう構成されている。
【００４０】
　図７～図９に示すごとく、表側保持部４３は、その裏側面に、翼部配置部４５３に向か
って突出した凸状係止部４３０を有する。凸状係止部４３０の後端部４３２は、翼部挿入
部４５４の前端よりも前方に配置され、凸状係止部４３０の前端部４３１は、翼部配置部
４５３の前端よりも後方に配置されている。
【００４１】
　凸状係止部４３０の前端部４３１は、前端側へ向かうほど突出量が小さくなるテーパ部
を有する。一方、凸状係止部４３０の後端部４３２は、長手方向Ｙに直交する端面を有す
る。図７に示すごとく、装着状態Ｓにおいて、スライドブロック５の翼部５６は、凸状係
止部４３０の後端部４３２の端面に当接するようにして係止される。また、図９に示すご
とく、刃替状態Ｔにおいては、スライドブロック５の翼部５６は、凸状係止部４３０の前
端部４３１の前側に配置される。より正確には、翼部５６は、その後方の角部を凸状係止
部４３０の前端部４３１におけるテーパ部に当接させている。そして、装着状態Ｓと刃替
状態Ｔとの間でスライドブロック５を移動させる際には、スライドブロック５の可撓部５
３を撓ませて、一対の翼部５６が凸状係止部４３０をその裏面側から乗り越えられるよう
にする。
【００４２】
　図１９～図２１に示すごとく、スライドブロック５は、長手方向Ｙの先端部分に、後方
支承部５１とスライド係合部５２とを設け、後端部分に、表側へ立ちあがると共に後方へ
延びる操作部５５を有する。操作部５５の表面には、使用者（オペレータ）の指との間の
滑り止めのための凹凸部が形成されている。図６に示すごとく、操作部５５は、本体ブロ
ック４における把持部４４の一部であって収容部４３の後端に隣接する部分に設けた凹状
載置面４４１においてスライド可能に載置される。
【００４３】
　また、スライドブロック５は、図１９に示すごとく、翼部５６よりも前方において、中
央片５０３と、該中央片５０３に対して高さ方向Ｚの双方に配される一対の分岐片５０４
とに分岐している。
　中央片５０３は、後方支承部５１及びスライド係合部５２を備えている。つまり、分岐
部分から厚み方向Ｘの裏面側へ後退した位置において前方へ延びるように後方支承部５１
が形成され、該後方支承部５１の前端部に厚み方向Ｘの表面側へ突出するようにスライド
係合部５２が形成されている。
　一対の分岐片５０４は、中央片５０３に対して高さ方向Ｚの双方に配され、前方へ延び
ている。そして、図２４に示すごとく、この一対の分岐片５０４の前端に、替刃３の後端
３４に対して対向する後方対向面５４が形成されている。
【００４４】
　一対の分岐片５０４のうち、高さ方向Ｚの上側の分岐片５０４は、下側の分岐片５０４
よりも長い。そして、これらにそれぞれ設けた後方対向面５４は、略同一平面上に形成さ
れている。また、後方対向面５４は、長手方向Ｙ及び高さ方向Ｚに対して斜めであって、
厚み方向Ｘに平行に形成されている。つまり、一対の後方対向面５４は、替刃３における
斜めの後端３４に対して略平行となるように形成されている。
【００４５】
　また、分岐片５０４の後方対向面５４は、スライドブロック５の端面として形成されて
いる。つまり、スライドブロック５を打ち抜き又は切削加工する際に、その加工端面とし
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て、後方対向面５４が形成される。
　図２６に示すごとく、スライドブロック５を本体ブロック４に対して前進させたとき、
一対の後方対向面５４が替刃３の後端３４を押すことにより、替刃３を前方へ押し出すよ
う構成されている。
【００４６】
　また、スライドブロック５は、本体ブロック４の収容部４５に収容された状態において
、可撓部５３が裏側に凸の状態で厚み方向Ｘに撓むことができるよう構成されている必要
がある。そのため、図６、図７、図１０に示すごとく、スライドブロック５を収容部４５
に収容配置した状態において、スライドブロック５の可撓部５３の裏面と、本体ブロック
４の収容部４５の収容底部４５１との間には、隙間が形成されている。そして、スライド
ブロック５は、先端部付近及び後端部付近の裏面において、本体ブロック４と当接してい
る。具体的には、スライドブロック５の先端部付近における中央片５０３の裏面と、後端
部における操作部５５の裏面とが、本体ブロック４に当接し、その間の部分は、本体ブロ
ック４との間に隙間が形成されている。
　換言すると、本例においては、中央片５０３と操作部５５との間の部分が可撓部５３と
なると言える。
【００４７】
　また、図２、図１４、図１７に示すごとく、本体ブロック４の表側面には、収容部４５
に対して高さ方向Ｚの上下にそれぞれ隣接する表面凹部４７が形成されている。表面凹部
４７は、収容部４５に収容されたスライドブロック５の可撓部５３の一部に隣接して形成
されている。これにより、一対の表面凹部４７の間における収容部４５の開口部が広がり
、この部分において使用者が指等によってスライドブロック５の可撓部５３を押圧しやす
くしている。
【００４８】
　次に、本例の刃物１における替刃３の装着方法及び取外し方法につき、説明する。
　まず、図２８に示すごとく、スライドブロック５を前進させて、刀身本体２を刃替状態
Ｔとする。この状態において、本体ブロック４の本体係合部４２とスライドブロック５の
スライド係合部５２とが接合する。この連結された本体係合部４２とスライド係合部５２
とを、替刃３の後端側開口部３３に通すようにして、図２６に示すごとく、替刃３を刀身
本体２の先端部に配置する。
【００４９】
　このとき、替刃３の裏面を、本体ブロック４の本体支承部４１とスライドブロック５の
後方支承部５１とに接触させる。
　また、替刃３の後端３４は、スライドブロック５の後方対向面５４に対向配置される。
【００５０】
　次いで、スライドブロック５を本体ブロック４に対して後退させる。このとき、図７～
図９に示すごとく、スライドブロック５の一対の翼部５６は、本体ブロック４の一対の凸
状係止部４３０の前端部４３１からその裏面を後方へ向かって摺動する。つまり、翼部５
６は、凸状係止部４３０の前端部４３１におけるテーパ部に沿って凸状係止部４３０の裏
面に移動する。これに伴い、スライドブロック５が可撓部５３において、裏面側に凸の状
態で撓む。スライドブロック５を後退させる際に、可撓部５３を裏面側へ押し込むことに
よって撓ませることもできるが、上記のごとく、凸状係止部４３０の前端部４３１にテー
パ部が形成されていることにより、スライドブロック５を後方へ移動させる際、スライド
ブロック５が自然に撓むため、予め撓ませる必要は特にない。
【００５１】
　このようにスライドブロック５を後退させることにより、図２４に示すごとく、スライ
ド係合部５２が、後端側開口部３３の後端において替刃３を後方へ引っ張る。そして、替
刃３が後方へ向かって移動するにつれて、本体係合部４２が替刃３の先端側開口部３２に
向って相対的に移動する。これにより、替刃３は、図２３に示すごとく、先端側開口部３
２の上下部分において、本体係合部４２に設けた切込溝部４２２に係合される。そして、
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スライドブロック５を本体ブロック４に対してさらに後方へ引き込むことにより、図２４
、図２５に示すごとく、本体係合部４２の先端が替刃３の先端側開口部３２の小幅部分３
２１に嵌入すると共にその先端に当接する。
【００５２】
　そして、スライドブロック５の翼部５６は、図７～図９に示すごとく、凸状係止部４３
０の裏面を後方へ摺動して、凸状係止部４３０の後端部４３２に達する。凸状係止部４３
０の裏面を翼部５６が摺動している間は、少なくともスライドブロック５の可撓部５３は
、裏側へ凸の状態で撓むように弾性変形しており、翼部５６は表側へ向かって付勢された
状態にある。それゆえ、スライドブロック５の翼部５６が凸状係止部４３０の後端部４３
２に達すると、翼部５６は、その復元力によって表側へ向かって自然に移動し、凸状係止
部４３０の後端部４３２に係止される。つまり、翼部５６は、長手方向Ｙにおいて、前方
への移動が規制される。
　また、翼部５６は、少なくともその一部が、凸状係止部４３０の後方において表側保持
部４３によって表側から保持された状態となる。
【００５３】
　このようにして、刀身本体２に替刃３が装着された装着状態Ｓが実現する。
　この装着状態Ｓにおいては、図２５に示すごとく、替刃３が裏側に凸の状態となるよう
に湾曲した状態で弾性変形している。すなわち、装着状態Ｓにおいては、本体ブロック４
における本体支承部４１よりもスライドブロック５における後方支承部５１が表側へ突出
している。なお、このとき、スライドブロック５は特に撓んだ状態にはない。
【００５４】
　また、替刃３を刀身本体２から外すに当たっては、上記装着状態Ｓから、スライドブロ
ック５を本体ブロック４に対して前進させる。このとき、スライドブロック５を、可撓部
５３において裏側へ向かって押し込んで撓ませる。これにより、一対の翼部５６が本体ブ
ロック４の凸状係止部４３０よりも裏側へ変位し、翼部５６と凸状係止部４３０との係合
状態が外れる。この状態で、スライドブロック５を本体ブロック４に対して前方へ押し込
むことにより、図７～図９に示すごとく、翼部５６が凸状係止部４３０の裏面を摺動しな
がら前方へ移動する。
【００５５】
　そして、スライドブロック５を前進させるに伴い、スライドブロック５に設けた後方対
向面５４が替刃３の後端３４を前方へ押すことにより、図２６に示すごとく、替刃３が前
方へ移動する。これによって、本体ブロック４における本体係合部４２が替刃３の開口部
３１内において、相対的に後方へ移動し、先端側開口部３２から後端側開口部３３へ移る
。そして、スライドブロック５を、スライド係合部５２が本体係合部４２に当接するまで
前進させると、本体係合部４２とスライド係合部５２との双方が、後端側開口部３３に配
置される。この状態において、替刃３が表側へ外れることとなる。
　なお、替刃３、本体ブロック４、及びスライドブロック５は、いずれもステンレス鋼等
の金属製である。
【００５６】
　次に、本例の作用効果につき説明する。
　上記刃物１において、刀身本体２に替刃３を装着するに当たっては、スライドブロック
５を前進させて替刃３を着脱可能な刃替状態Ｔとして、替刃３を本体係合部４２及びスラ
イド係合部５２に仮係合する。そして、スライドブロック５を後退させることによって、
本体係合部４２とスライド係合部５２とが替刃３を長手方向の両側へ引っ張るようにする
。これにより、替刃３を刀身本体２に装着した装着状態Ｓとすることができる。
　また、上記と反対に、装着状態Ｓから、スライドブロック５を強制的に前進させて、刃
替状態Ｔとすることによって、容易に替刃３のみの交換が可能となる。
【００５７】
　そして、装着状態Ｓにおいて、図７に示すごとく、凸状係止部４３０によって翼部５６
が前方から係止される。これによって、スライドブロック５が前進することを規制し、装
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着状態Ｓが維持される。また、装着状態Ｓからスライドブロック５の可撓部５３を撓ませ
ることによって翼部５６を凸状係止部４３０から解除できるよう構成してある。
【００５８】
　すなわち、刃物１は、スライドブロック５の可撓部５３の弾性変形を利用することによ
り、装着状態Ｓにおけるスライドブロック５の固定と、装着状態Ｓから刃替状態Ｔへの切
り替えとを容易に実現することができる。それゆえ、装着状態Ｓにおいてスライドブロッ
ク５が前進することを規制するためにあえて新たな部材を設ける必要がないし、装着状態
Ｓを解除するための構成も極めて単純にすることができる。
　そのため、刃物１は、部品点数を低減することができると共に、その構成を簡単にする
ことができる。
【００５９】
　また、凸状係止部４３０は、前端部に４３１にテーパ部を有する。これにより、刃替状
態Ｔから装着状態Ｓへスライドブロック５をスライドさせる際に、翼部５６をテーパ部に
沿って凸状係止部４３０の裏面に移動させることができる。そして、そのままスライドブ
ロック５を後方へ移動させることにより、翼部５６を凸状係止部４３０の後端部４３２に
容易に係止させることができる。それゆえ、刃替状態Ｔから装着状態Ｓへのスライドブロ
ック５の移動を円滑に行うことができる。
【００６０】
　また、替刃３は、厚み方向Ｘに可撓性を有し、装着状態Ｓにおいて、裏側に凸の状態で
厚み方向に反るように弾性変形している。これにより、替刃３が、自身の弾性力（復元力
）によって、本体支承部４１と本体係合部４２と後方支承部５１とに押し付けられること
となる。これにより、替刃３を刀身本体２に、より安定して固定することができる。
【００６１】
　また、装着状態Ｓにあるとき、後方支承部５１は、本体支承部４１よりも、厚み方向Ｘ
の表側に突出している。これにより、本体係合部４２に係合されると共に本体支承部４１
と後方支承部５１とによって裏面から支承された替刃３が、本体支承部４１及び後方支承
部５１に向って凸となるように反りやすい。これにより、替刃３の弾性力によって、替刃
３を刀身本体２に、確実に固定することができる。
【００６２】
　また、装着状態Ｓにおいて、本体係合部４２は替刃３の開口部３１に挿嵌されると共に
開口部３の先端に当接し、スライド係合部５２は替刃３の開口部３１に挿嵌されると共に
開口部３１の後端に当接する。これにより、本体係合部４２とスライド係合部５２とによ
って、替刃３を容易かつ確実に係合することができ、装着状態Ｓを容易に形成することが
できる。
【００６３】
　また、スライドブロック５は後方対向面５４を有し、スライドブロック５を本体ブロッ
ク４に対して前進させたとき、後方対向面５４が替刃３の後端３４に当接して替刃３を前
方へ押し出すよう構成してある。これにより、スライドブロック５を前進させることによ
って、替刃３を前進させて本体係合部４２との係合を容易に解くことができる。これによ
り、一層、替刃の交換を容易にすることができる。
【００６４】
　また、スライドブロック５は、中央片５０３と一対の分岐片５０４とに分岐し、一対の
分岐片５０４の前端に後方対向面５４が形成されている。これにより、後方対向面５４を
替刃３の後端３４に安定して当接させやすくなる。すなわち、一対の分岐片５０４は、中
央片５０３と異なる部分に形成されるため、分岐片５０４の前端は端面として加工するこ
とが可能である。そのため、この分岐片５０４の前端に後方対向面５４を形成することに
より、後方対向面５４を替刃３の厚み方向Ｘに平行な面とすることができる。その結果、
後方対向面５４を替刃３の後端３４に対して安定して当接させることができ、スライドブ
ロック５を本体ブロック４に対して前進させたとき、替刃３を前方へ安定して押し出すこ
とができる。
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【００６５】
　以上のごとく、本例によれば、替刃のみの交換を可能としつつ、部品点数が少なく、か
つ簡単な構成の刃物を提供することができる。
【００６６】
（実施例２）
　本例は、図２９～図４１に示すごとく、本体ブロック４に対して長手方向Ｙにスライド
可能に取り付けられたスライドカバー６を備えた刃物１の例である。なお、スライドカバ
ー６以外の構成については、実施例１と同様であるため、本例においても、適宜図１～図
２８をも利用して説明する。
　スライドカバー６は、長手方向の双方に開口した筒状を有する。なお、スライドカバー
６は、ステンレス鋼等の金属からなり、一枚の金属板を切り曲げすることによって形成さ
れている。
【００６７】
　スライドカバー６は、替刃３を覆う前方位置ＣＦ（図２９～図３１）と替刃３を露出さ
せる後方位置ＣＲ（図３２～図３６）とにおいてロックできるよう構成されている。
　スライドカバー６は、図３９に示すごとく、厚み方向Ｘの内側に向って形成された係合
爪部６１を有し、該係合爪部６１は、スライドカバー６のカバー本体６０に対して高さ方
向Ｚに弾性的に変位可能に構成されている。係合爪部６１は、スライドカバー６の裏側か
ら表側（内側）へ向かって突出している。
【００６８】
　図１６、図４１に示すごとく、本体ブロック４は、長手方向Ｙに形成されたスライド溝
部４８を裏面に備えている。スライド溝部４８における前方と後方とには、それぞれ係合
爪部６１を前後方向から保持する前方保持部４８１と後方保持部４８２とが形成されてい
る。
【００６９】
　スライド溝部４８には、係合爪部６１がスライド可能に配置される。そして、前方保持
部４８１又は後方保持部４８２に係合爪部６１を係合させることによって、それぞれ前方
位置ＣＦ又は後方位置ＣＲにおいて、スライドカバー６がロックされる。
　スライド溝部４８は、前方保持部４８１から前方へ伸びると共に本体ブロック４の前方
へ開放された前方溝部４８３と、前方保持部４８１から後方へ伸びると共に後方保持部４
８２と連結された後方溝部４８４とを有する。
【００７０】
　すなわち、スライド溝部４８は、前方から順に、前方溝部４８３、前方保持部４８１、
後方溝部４８４、後方保持部４８２によって構成されている。これらは、長手方向Ｙに略
一直線状に連続している。ただし、前方溝部４８３と前方保持部４８１との間、前方保持
部４８１と後方溝部４８４との間、及び、後方溝部４８４と後方保持部４８２の間は、高
さ方向Ｚのいずれかからくびれた連通部４８５、４８６、４８７によって連通している。
連通部４８６及び連通部４８７は、高さ方向Ｚの上（図４１においては下）からくびれて
いる。一方、連通部４８５は、高さ方向Ｚの下（図４１においては上）からくびれている
。
　つまり、前方保持部４８１と前方溝部４８３との連通部４８５と、前方保持部４８１と
後方溝部４８４との連通部４８６とは、高さ方向Ｚにおいて互いに反対側に形成されてい
る。
【００７１】
　図３７～図３９に示すごとく、スライドカバー６は、高さ方向Ｚの両側に、高さ方向Ｚ
に弾性変形可能な一対のバネアーム６３１を備えている。一対のバネアーム６３１は、カ
バー本体６０との連続部から前方へ伸びると共に先端部において互いに連結部６３２によ
って連結されている。この連結部６３２に係合爪部６１が形成されている。具体的には、
係合爪部６１は、連結部６３２から後方に伸びた延設部６３３の先端部分を、長手方向Ｙ
を軸に約９０°表側へ向かって屈曲することによって形成されている。
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【００７２】
　また、図１４に示すごとく、本体ブロック４の上面の一部であって、スライドカバー６
が後方位置ＣＲに位置するときに上側のバネアーム６３１が対向配置される部分には、下
方へ向かって凹んだくびれ部４９３が形成されている。これにより、後述するように、後
方位置ＣＲにおいて、上側のバネアーム６３１が下方へ弾性変形することを許容している
。また、本体ブロック４の上面の一部であって、スライドカバー６が前方位置ＣＦに位置
するときに上側のバネアーム６３１が対向配置される部分には、前方へ行くにしたがって
下方へ凹んだ上側傾斜部４９４が形成されている。さらに、本体ブロック４の下面の一部
であって、スライドカバー６が前方位置ＣＦに位置するときに下側のバネアーム６３１が
対向配置される部分には、前方へ行くほど上方へ向かって凹んだ下側傾斜部４９５が形成
されている。これら上側傾斜部４９４及び下側傾斜部４９５の存在により、後述するよう
に、前方位置ＣＦにおいて、上下のバネアーム６３１が下方又は上方へ弾性変形すること
を許容している。
【００７３】
　また、図３４、図３７、図３８に示すごとく、スライドカバー６は、後方位置ＣＲに配
されたときにスライドブロック５における可撓部５３に対向する位置に、厚み方向Ｘに弾
性変形可能な表側押圧部６４を設けてなる。
　表側押圧部６４は、スライドカバー６の表側に形成されており、カバー本体６０との連
続部から後方に伸び、その後端部が厚み方向Ｘに大きく変位できるよう構成されている。
表側押圧部６４は、図４０に示すごとく、厚み方向Ｘの内側（裏側）に向かって湾曲した
湾曲部６４１を備え、該湾曲部６４１においてスライドブロック５の可撓部５３に当接す
る。
【００７４】
　また、図４０に示すごとく、スライドカバー６は、上記係合爪部６１以外にも、裏側か
ら内側へ向かって立設した２つの摺動爪部６６１、６６２を有する。摺動爪部６６１、６
６２は、図１６、図４１に示すごとく、本体ブロック４の裏面に形成された２つの摺動溝
部４９１、４９２にそれぞれ配置される。摺動溝部４９１、４９２は、本体ブロック４の
裏面において、長手方向Ｙに平行に形成され、前方に開放されている。そして、スライド
カバー６を本体ブロック４に対して前後にスライドさせるとき、摺動爪部６６１、６６２
は、それぞれ摺動溝部４９１、４９２内を前後に摺動する。
【００７５】
　また、図３９に示すごとく、スライドカバー６の裏側には、厚み方向Ｘに弾性変形可能
な押さえバネ部６５が形成されている。この押さえバネ部６５は、本体ブロック４の裏面
に弾性的に当接し、本体ブロック４に対するスライドカバー６の厚み方向Ｘのガタツキを
防いでいる。
【００７６】
　また、スライドカバー６は、図３７～図３９に示すごとく、表側と裏側との双方に、ス
ライドカバー６の内側に貫通する複数の窓部６２が形成されている。図２９～図３１に示
すごとく、スライドカバー６を前方位置ＣＦに配置して、替刃３を覆う状態としたときに
も、上記窓部６２の存在によって、窓部６２から替刃３を視認することができる。また、
刃物１を消毒する場合にも、窓部６２を消毒液が通過することができるため、替刃３や刀
身本体２の先端部分の消毒を効果的に行うことができる。
【００７７】
　一方、刃物１を使用する際には、図３２～図３６に示すごとく、スライドカバー６を後
方位置ＣＲにおいてロックする。これにより、替刃３がスライドカバー６から露出する。
　このとき、スライドカバー６の係合爪部６１は、本体ブロック４のスライド溝部４８の
後端にある後方保持部４８２に係合されている。これにより、後方位置ＣＲにあるスライ
ドカバー６は、本体ブロック４に対して、前方へ移動することが規制されている。
【００７８】
　次に、スライドカバー６を後方位置ＣＲから前方位置ＣＦへスライドさせるにあたって
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は、一対のバネアーム６３１のうちの上側のバネアーム６３１を下方へ押下することによ
り、係合爪部６１を、高さ方向Ｚの下方（図４１の上方）へ下げる。これにより、係合爪
部６１は、後方保持部４８２から外れ、連通部４８７から前方へ移動することが許容され
る。そして、スライドカバー６を前方へスライドさせる。このとき、係合爪部６１は、ス
ライド溝部４８の後方溝部４８４を通って、前方保持部４８１に到達する。係合爪部６１
は、連通部４８６から前方保持部４８１に配置される。この状態において、上記一対のバ
ネアーム６３１は高さ方向Ｚに付勢されていない自由状態となる。そして、前方保持部４
８１において、高さ方向Ｚの略中心部分に、係合爪部６１が位置する。この位置は、前方
保持部４８１の前側の連通部４８５よりも下方であると共に、前方保持部４８１の後側の
連通部４８６よりも上方である。つまり、係合爪部６１は、前方保持部４８１において、
前後の移動が規制された状態となる。
　このようにして、スライドカバー６は、前方位置ＣＦにおいてロックされることとなる
。
【００７９】
　そして、スライドカバー６を本体ブロック４から外す際には、係合爪部６１を前方保持
部４８１から前方へ外し、前方溝部４８３を通じて前方へ移動させる。そのために、下側
のバネアーム６３１を上方（図４１の下方）へ押し上げることによって、前方保持部４８
１に配置されていた係合爪部６１を、前方保持部４８１から外して、連通部４８５から前
方へ移動することを許容する。この状態で、スライドカバー６を前方へスライドさせ、係
合爪部６１を前方溝部４８３を通じて本体ブロック４から前方へ外す。これにより、スラ
イドカバー６を本体ブロック４（刀身本体２）から外すことができる。
【００８０】
　本例の場合には、装着状態Ｓにおいて、スライドカバー６を前方位置ＣＦにロックする
ことによって、スライドカバー６が替刃３を覆うため、使用者の安全を確保すると共に、
替刃３の破損を防ぐことができる。また、刃物１の使用時においては、スライドカバー６
を後方位置ＣＲにロックすることによって、円滑な刃物１の使用を確保することができる
。
【００８１】
　また、スライドカバー６の係合爪部６１が本体ブロック４のスライド溝部４８にスライ
ド可能に配置されると共に、前方保持部４８１又は後方保持部４８２に係合爪部６１を係
合させることによって、それぞれ前方位置ＣＦ又は後方位置ＣＲにおいて、スライドカバ
ー６がロックされるよう構成してある。これにより、スライドカバー６を、前方位置ＣＦ
と後方位置ＣＲとの間で、容易に移動させると共にロックすることができる。
【００８２】
　また、スライド溝部４８は、本体ブロック４の裏面に形成されているため、スライド溝
部４８を、収容部４５の開口側と反対側に開口させることとなり、その配置の自由度を向
上させることができる。
【００８３】
　また、スライド溝部４８は、前方溝部４８３と後方溝部４８４とを有し、前方保持部４
８１と前方溝部４８３との連通部４８５と、前方保持部４８１と後方溝部４８４との連通
部４８６とは、高さ方向Ｚにおいて互いに反対側に形成されている。これにより、スライ
ドカバー６を、刀身本体２に対して容易に着脱することができると共に、前方位置ＣＦに
おいて確実に固定することができる。すなわち、前方溝部４８３を設けることにより、前
方溝部４８３に係合爪部６１を通過させながら、スライドカバー６を刀身本体２に対して
、その長手方向Ｙから容易に着脱することができる。また、前方保持部４８１と前方溝部
４８３との連通部４８５と、前方保持部４８１と後方溝部４８４との連通部４８６とが高
さ方向Ｚにおいて互いに反対側に形成されていることにより、前方保持部４８１に係合爪
部６１を容易かつ確実に配置しやすくすることができる。例えば、後方位置ＣＲから前方
位置ＣＦへスライドカバー６をスライドさせて係合爪部６１を前方保持部４８１に配置し
ようとする際に、その勢いで係合爪部６１が前方保持部４８１を通過することを防ぐこと
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ができる。
【００８４】
　また、スライドカバー６は、一対のバネアーム６３１を備え、該一対のバネアーム６３
１は先端部において互いに連結部６３２によって連結されており、該連結部６３２に係合
爪部６１が形成されている。これにより、バネアーム６３１の弾性変形によって、係合爪
部６１を高さ方向Ｚに容易に変位させることができる。
【００８５】
　また、スライドカバー６は、表側押圧部６４を設けてなる。これにより、スライドカバ
ー６を後方位置ＣＲに配置したときに、表側押圧部６４を介してスライドブロック５の可
撓部５３を厚み方向Ｘに押すことができる。これにより、スライドブロック５を撓ませて
装着状態Ｓを解除する作業を容易に行うことができる。
　その他、実施例１と同様の作用効果を有する。
【００８６】
　なお、本例の刃物１において、スライドカバー６に設けた表側押圧部６４の代わりに、
スライドカバー６に表側開口部を設けてもよい（図示略）。すなわち、スライドカバー６
は、後方位置ＣＲに配されたときにスライドブロック５における可撓部５３に対向する位
置に、該可撓部５３を露出させる表側開口部６４を設けてなるものであってもよい。この
場合には、スライドカバー６を後方位置ＣＲに配置したときに、表側開口部６４から露出
したスライドブロック６の可撓部５３を厚み方向Ｘに押すことができる。これによっても
、スライドブロック６を撓ませて装着状態Ｓを解除する作業を容易に行うことができる。
【００８７】
（実施例３）
　本例は、図４２～図５０に示すごとく、本体ブロック４を略円筒形状とした刃物の例で
ある。
　本体ブロック４は、図４６に示すごとく、本体支承部４１及び本体係合部４２を設けた
先端部付近を除く部分が長手方向Ｙを軸とした略円筒形状を有する。そして、この略円筒
形状の筒状部４０は長手方向Ｙに貫通しており、その内側空間が、スライドブロック５を
収容する収容部４５となっている。
【００８８】
　また、筒状部４０は、高さ方向Ｚの下方に、長手方向Ｙに沿って形成された下方開口部
４０１を有する。図４２、図４４に示すごとく、収容部４５に配されたスライドブロック
５は、下方開口部４０１に翼部５６を配置している。翼部５６は、下方開口部４０１から
外方へ突出している。
　そして、図４７に示すごとく、下方開口部４０１における厚み方向Ｘの表側に、表側保
持部４３が形成され、そこから裏側へ凸状係止部４３０が突出している。また、本例にお
いては、凸状係止部４３０の後方においても、表側保持部４３から裏側へ突出した後方係
止部４３３が形成されている。
　また、下方開口部４０１の周囲には、内側へ凹んだ曲面状の下方凹部４０２が形成され
ている。
　また、図４６に示すごとく、筒状部４０の後端部には、表側に切り欠かれた後端切欠部
４０３が形成されている。後端切欠部４０３には、スライドブロック５の後端に設けた操
作部５５が配される。
【００８９】
　スライドブロック５は、図４８～図５０に示すごとく、翼部５６を高さ方向Ｚの下方に
突出形成してなり、実施例１のように上方へ突出した翼部は備えていない。また、スライ
ドブロック５の後端には、表側へ折り返された操作部５５が形成されている。スライドブ
ロック５における他の構成は、実施例１におけるものと同様である。
【００９０】
　刀身本体２に替刃３を装着した装着状態Ｓにおいては、スライドブロック５の先端部付
近における中央片５０３の裏面と、後端部における操作部５５の裏面とが、本体ブロック
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４に当接し、その間の部分は、本体ブロック４との間に隙間が形成されている。操作部５
５は、本体ブロック４における筒状部４０の表側面に当接している。
【００９１】
　図４４、図４５に示すごとく、刃替状態Ｔにおいては、本体ブロック４に対してスライ
ドブロック５が前進した状態にあり、スライドブロック５の翼部５６は、下方開口部４０
１の前端部に位置している。この状態において、本体ブロック４の本体係合部４２とスラ
イドブロック５のスライド係合部５２とを替刃３の開口部３１に貫通させることにより、
替刃３を刀身本体２に仮係合する。
【００９２】
　次いで、スライドブロック５を本体ブロック４に対して後退させる。このとき、図４４
、図４２に示すごとく、スライドブロック５の翼部５６は、本体ブロック４の凸状係止部
４３０の前端部４３１からその裏面を後方へ向かって摺動する。つまり、翼部５６は、凸
状係止部４３０の前端部４３１に設けられたテーパ部に沿って凸状係止部４３０の裏面に
移動する。これに伴い、スライドブロック５が可撓部５３において、裏面側に凸の状態で
撓む。
【００９３】
　このようにスライドブロック５を後退させることにより、スライド係合部５２が、後端
側開口部３３の後端において替刃３を後方へ引っ張る。これにより、替刃３は、図４２、
図４３に示すごとく、刀身本体２に装着される。
【００９４】
　そして、スライドブロック５の翼部５６は、凸状係止部４３０の裏面を後方へ摺動して
、凸状係止部４３０の後端部４３２に達する。凸状係止部４３０の裏面を翼部５６が摺動
している間は、少なくともスライドブロック５の可撓部５３は、裏側へ凸の状態で撓むよ
うに弾性変形している。それゆえ、スライドブロック５の翼部５６が凸状係止部４３０の
後端部４３２に達すると、翼部５６は、その復元力によって表側へ向かって自然に移動し
、凸状係止部４３０の後端部４３２に係止される。
　また、翼部５６は、凸状係止部４３０の後方において表側保持部４３によって表側から
保持された状態となる。
　このようにして、刀身本体２に替刃３が装着された装着状態Ｓが実現する（図４２、図
４３）。
　この装着状態Ｓにおいて、スライドブロック５は特に撓んだ状態にはない。
【００９５】
　また、替刃３を刀身本体２から外すに当たっては、上記装着状態Ｓから、スライドブロ
ック５を本体ブロック４に対して前進させる。このとき、スライドブロック５を、可撓部
５３において裏側へ向かって押し込んで撓ませる。つまり、本体ブロック４の下面におけ
る下方開口部４０１から突出した翼部５６を裏面側へ押し込む。具体的には、例えば使用
者の指や爪で翼部５６を裏側へ向かって押し込む。これに伴い、スライドブロック５が可
撓部５３において撓む。そして、翼部５６が本体ブロック４の凸状係止部４３０よりも裏
側へ変位し、翼部５６と凸状係止部４３０との係合状態が外れる。この状態で、スライド
ブロック５を本体ブロック４に対して前方へ押し込むことにより、翼部５６が凸状係止部
４３０の裏面を摺動しながら前方へ移動する。
【００９６】
　そして、スライドブロック５を前進させるに伴い、スライドブロック５に設けた後方対
向面５４が替刃３の後端３４を前方へ押すことにより、替刃３が前方へ移動する。これに
よって、本体ブロック４における本体係合部４２が替刃３の開口部３１内において、相対
的に後方へ移動し、先端側開口部３２から後端側開口部３３へ移る。そして、スライドブ
ロック５を、スライド係合部５２が本体係合部４２に当接するまで前進させると、本体係
合部４２とスライド係合部５２との双方が、後端側開口部３３に配置される。この状態に
おいて、替刃３が表側へ外れることとなる。
　その他は、実施例１と同様である。
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　本例の場合にも、実施例１と同様の作用効果を得ることができる。

【図１】 【図２】
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